
唐
代
禅
宗
の
倫
理
観

観
心
論

か
ら

臨
済
録

ま
で

千

田

た

く

ま

花

園

大

学

一

は

じ

め

に

宋
代
以
降
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
世
俗
倫
理
に
強
い
影
響
を
与
え
た
の
は
新
儒
教
で
あ
る
が
、
そ
の
遠
因
は
唐
代
禅
宗
に
あ
っ
た
と
指

摘
さ
れ
て

１
い
る
。
で
は
果
た
し
て
唐
代
禅
宗
の
倫
理
観
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
唐
代
禅
宗
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
神
秀
と
神
会
、
そ
し
て
馬
祖
と
臨
済
の
倫
理
観
を

察
し
、
唐
代
禅
宗
の
倫
理
観
を
一
瞥
し

て
み
た
い
。

た
だ
し
本
稿
は
宗
教
倫
理
が
社
会
倫
理
に
与
え
た
影
響
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
宗
教
内
部
の
宗
教
倫
理
を
問
題
に
す
る
。

二

神
秀
の
倫
理
観

神
秀
（
？
〜
七
〇
六
）
は

観
心
論

で
、
要
諦
な
修
行
方
法
は
観
心
の
一
法
で
あ
る
と
い
い
、

心
は
万
法
の
根
本

で
あ
り

一
切

の
善
悪
、
皆
自
心
に
由
る

と
主
張
し
、
心
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
心
に
は
浄
心
と
染
心
と
が
あ
り
、
こ
の
二
種
は
本
来
倶
に
有
る

唐
代
禅
宗
の
倫
理
観
（
千
田
た
く
ま
）
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が
、
同
時
に
は
生
じ
な
い
。
浄
心
と
は
恒
に
善
因
を
楽
い
、
真
如
仏
性
を
自
覚
し
無
明
を
離
れ
る
こ
と
。
染
心
と
は
常
に
悪
業
を
思
い
、

縁
に
随
っ
て
業
を
造
り
無
明
に
覆
わ
れ
る
こ
と
だ
と

２
い
う
。

観
心
論

は
、
如
来
蔵
仏
性
説
に
基
づ
き
、
仏
性
・
浄
心
を
一
切
善
行
の
根
本
と
す
る
。
ま
た
一
切
悪
業
を
集
約
し
て
三
毒
心
（
貪

瞋
痴
）
と
す
る
。
そ
し
て
三
毒
心
が
出
入
す
る
六
根
（
感
覚
器
官
）
を
制
し
て
六
根
を
清
浄
に
す
る
こ
と
で
、
一
切
の
悪
業
を
制
す
る
。

悪
業
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
心
本
覚
が
発
露
し
解
脱
成
仏
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
善
悪
の
根
源
を
自
己
の
心
で
あ
る
と
観
察

し
、
悪
で
あ
る
染
心
を
摂
制
（
節
制
）
す
る

観
心
・
摂
心

に
よ
っ
て
成
仏
す
る
の
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば

故
知
一
切
善
業
、
由
自
心
生
。
但
能
摂
心
、
離
諸
邪
悪
、
三
界
六
趣
輪

之
業
、
自
然
消
滅
。
能
滅
諸
苦
、
即
名
解
脱
。

（
大
正
八
五
、
一
二
七
一
頁
上

と
、
心
を
摂
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
す
れ
ば
解
脱
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た

観
心
論

は
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
や
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
本
生
譚
）
が
、
釈
尊
の
生
涯
の
神
格
化
教
義
化
に
よ
っ
て
構
築
し
た
成
仏
の
た

め
の
諸
条
件
（
因
）、
例
え
ば
三
阿
僧
祇
の
修
行
や
ス
ジ
ャ
ー
タ
に
よ
る
乳
粥
の
布
施
な
ど
を
、
す
べ
て
唯
心
的
問
題
と
し
て
、
感
覚
器

官
抑
制
の
問
題
に
還
元
し
て
し
ま
い
、

制
三
毒
心

と

六
根
清
浄

だ
け
で
成
仏
で
き
る
と
す
る
。

つ
ま
り
制
三
毒
心
と
六
根
清
浄
と
は
、
業
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
で
あ
る
。

観
心
論

は
悪
の
根
源
で
あ
る
三
毒
心
を
摂
す
る

こ
と
で
、
最
高
の
善
で
あ
る
真
如
仏
性
を
発
露
さ
せ
成
仏
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に

観
心
論

が
成
仏
の
た
め
の
条
件
を
唯
心
的
に
解
釈
す
る
な
か
で
も
、
思
想
史
的
に
特
に
問
題
と
な
る
は
、
大
乗
菩
薩

の
徳
目
と
実
践
で
あ
る
、
三
聚
浄
戒
と
六
波
羅
蜜
の
唯
心
的
解
釈
に
つ
い
て
で
あ
る
。

観
心
論

は
三
聚
浄
戒
を
制
三
毒
心
に
、
六
波

羅
蜜
を
六
根
清
浄
に
配
当
し
、
大
乗
菩
薩
の
成
仏
の
条
件
を
超
克
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の

観
心
論

の
思
想
が
、
禅
宗
の
倫
理
観
の
土

唐
代
禅
宗
の
倫
理
観
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千
田
た
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ま
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台
と
な
る
。

結
論
す
れ
ば

観
心
論

の
倫
理
観
は
動
機
論
で
あ
る
。
善
悪
の
行
為
を
規
定
し
判
断
す
る
も
の
で
は
な
く
、
行
為
者
の
動
機
よ
り
行

為
者
の
意
識
と
感
覚
の
状
態
を
判
断
基
準
に
す
る
。
つ
ま
り
動
機
の
判
定
を
社
会
倫
理
（
宗
教
・
世
俗
に
か
か
わ
ら
ず
世
間
）
に
求
め
る
の

で
は
な
く
、
行
為
者
が
自
我
の
感
覚
器
官
（
眼
耳
鼻
舌
身
意
）
と
自
我
の
認
識
作
用
（
染
心
）
を
ど
れ
ほ
ど
制
し
て
い
る
か
、
い
わ
ば
ど

れ
だ
け
三
昧
禅
定
で
あ
る
か
が
、
善
悪
の
判
断
基
準
な
の
で
あ
る
。
譬
え
れ
ば
、
犯
罪
に
お
け
る
精
神
鑑
定
と
同
じ
で
あ
り
、
犯
罪
行
為

を
問
う
以
前
に
、
犯
行
時
の
精
神
状
態
を
問
題
に
す
る
の
に
類
似
す
る
。

三

神
会
の
倫
理
観

神
会
（
六
八
四
〜
七
五
八
）
は
南
宗
禅
の
伝
道
者
で
あ
り
、
中
原
で
名
声
を
得
て
い
た
神
秀
と
普
寂
を
批
判
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
思

想
と
地
位
を
打
ち
立
て
て
い
っ
た
。

神
会
は
、
そ
の
倫
理
観
に
つ
い
て
も
、
神
秀
へ
の
対
抗
意
識
か
ら
構
成
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も

観
心
論

で
は
三
聚
浄
戒
が
制
三
毒

心
に
六
波
羅
蜜
が
六
根
清
浄
へ
と
配
当
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
神
会
は
三
聚
浄
戒
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
新
た
に
七
仏
通
戒
を
禅

宗
の
戒
と
し
て
提
唱
す
る
。

さ
ら
に
神
秀
の

観
心
論

（
第
九
問
答
）
で
は
、
三
学
に
三
聚
浄
戒
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
神
会
は
そ
れ
を
改
変
し
て

三
学
に
七
仏
通
戒
を
割
り
当
て
る
。
た
だ
二
つ
の
内
容
を
比
較
す
れ
ば
、

観
心
論

の
三
聚
浄
戒
は

誓
断
一
切
悪
、
誓
修
一
切
善
、

誓
度
一
切
衆
生

で
、
神
会
の
七
仏
通
戒
は

諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
、
自
浄
其
意
、
是
諸
仏
教

で
あ
る
か
ら
、
神
会
の
戒
は
神
秀
の

戒
の
単
な
る
パ
ラ
フ
レ
イ
ズ
で
し
か
な
い
。

唐
代
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一
方
、

観
心
論

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
六
波
羅
蜜
は
、
神
会
で
は
般
若
波
羅
蜜
に
収
斂
さ
れ
る
の
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。
し
か
し

六
根
は
登
場
し
、
そ
れ
が

観
心
論

に
お
け
る
制
三
毒
心
と
六
根
清
浄
の
置
き
換
え
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
六
根
の
内
容
を
見
て
み

る

若
眼
見
色
、
善
分
別
一
切
色
、
不
随
分
別
起
、
色
中
得
自
在
、
色
中
得
解
脱
、
色
麁
三
昧
足
。

耳
開
声
、
善
分
別
一
切
声
、
不
随
分
別
起
、
声
中
得
自
在
、
声
中
得
解
脱
、
声
塵
三
味
足
。

鼻
聞
香
、
善
分
別
一
切
香
、
不
随
分
別
起
、
香
中
得
自
在
、
香
中
得
解
脱
、
香
塵
三
味
足
。

舌
嘗
味
、
善
分
別
一
切
味
、
不
随
分
別
起
、
味
中
得
自
在
、
味
中
得
解
脱
、
味
塵
三
味
足
。

身
覚
種
種
触
、
善
能
分
別
触
、
不
随
分
別
起
、
触
中
得
自
在
、
触
中
得
解
脱
、
触
塵
三
味
足
。

意
分
別
一
切
法
、
不
随
分
別
起
、
法
中
得
自
在
、
法
中
得
解
脱
、
法
塵
三
昧
足
。

如
是
諸
根
善
分
別
、
是
本
恵
。
不
随
分
別
起
、
是
本
定
。

経
中
、
不
捨
道
法
而
現
凡
夫
事
、
種
種
運
為
世
間
、
不
於
事
上
生
念
、
是
定
恵
双
修
。
不
相
去
離
。

（
研
究
班
本

九
三
頁
、
楊
校
本
一

３
〇
頁

六
根
が
六
境
を
受
け
た
時
に
、

智
慧

に
よ
り
善
分
別
し
な
が
ら
、

心

に
よ
る
分
別
が
起
る
の
に
随
わ
な
け
れ
ば
、
三
昧
の
状
態
で

あ
る
と
す
る
。
そ
し
て

六
根
が
善
分
別
す
る

の
を
智
慧
、

分
別
が
起
こ
る
の
に
随
わ
な
い

の
を
禅
定
と
定
義
し
て
い
る
。

い
ま
読
解
で
は
、
引
用
文
に
は
無
い

智
慧

と

心

の
語
句
を
補
っ
て
読
ん
だ
が
、
こ
の
補
充
は
以
下
の
二
文
に
依
る
。
ま
ず
心

と
分
別
の
関
係
に
つ
い
て

本
体
空
寂
、
従
空
寂
体
上
起
知
、
善
分
別
世
間
青
黄
赤
白
、
是
慧
。
不
随
分
別
起
、
是
定
。
只
如
凝
心
入
定
、
堕
無
記
空
、
出
定
已

唐
代
禅
宗
の
倫
理
観
（
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後
、
起
心
分
別
一
切
、
世
間
有
為
。
喚
此
為
慧
、
経
中
名
為
妄
心
。

（
研
究
班
本

八
四
頁
、
楊
校
本
九
頁

只
だ
心
を
凝
ら
し
て
定
に
入
れ
ば
、
無
記
空
に
堕
し
、
定
を
出
て
已
後
に
、
心
を
起
し
て
一
切
を
分
別
す
れ
ば
、
世
間
の
有
為
た
る
が

如
し
。
此
れ
を
喚
び
て
慧
と
為
す
も
、
経
中
に
は
名
づ
け
て
妄
心
と
為
す

と
、

心
・
妄
心

を
一
般
的
な
感
覚
認
識
と
し
、

分
別

を
一
般
的
な
認
識
作
用
と
し
て
否
定
す
る
。
ま
た

本
体

を
空
寂
だ
と
も
言
っ
て
い
る
が
、
別
の
文
に
も

無
住
是
寂
浄
、
寂
浄
体
即
名
為
定
。
従
体
上
有
自
然
智
、
能
知
本
寂
浄
体
、
名
為
慧
。

（
研
究
班
本

七
三
頁
、
楊
校
本
九
頁

寂
浄
を
体
と
し
、
そ
の
体
上
に
智
慧
が
有
っ
て
、
寂
浄
の
体
を
知
る
と
し
て
お
り
、
智
慧
と
空
寂
を
相
互
依
存
関
係
と
し
て
い
る
の
が
わ

か
る
。

次
い
で
智
慧
と
心
、
お
よ
び
智
慧
と
善
分
別
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
先
の
引
用
文
で
も
智
慧
と
心
の
区
別
が
見
ら
れ
た
が
、
別

に
ま
た
明
瞭
に
智
慧
と
心
と
を
区
別
し
て
い
る
文
が

雑
徴
義

に
あ
る
。

如
来
以
無
分
別
智
、
能
分
別
一
切
。
豈
有
分
別
之
心
而
能
分
別
一
切
。

（
楊
校
本

八
八
頁

如
来
は
無
分
別
智
を
以
っ
て
、
能
く
一
切
を
分
別
す
。
豈
に
分
別
の
心
有
り
て
能
く
一
切
を
分
別
せ
ん
や

と
仏
の
無
分
別
智
に
対
し

て
分
別
心
を
立
て
、
そ
の
分
別
心
に
よ
る
分
別
を
否
定
す
る
。

こ
の
よ
う
に
神
会
は
心
識
を
、
智
慧＝

無
分
別
智＝

善
分
別
と
、
心＝

分
別
心＝

妄
と
の
二
種
に
分
類
す
る
。
そ
し
て

観
心
論

が

感
覚
器
官
（
六
根
）
と
認
識
作
用
（
染
心
）
を
制
御
し
、
三
昧
禅
定
に
な
っ
て
真
如
（
浄
心
）
を
発
露
さ
せ
る
こ
と
を
問
題
と
し
た
の
に

対
し
て
、
神
会
は
認
識
作
用
（
心
）
の
制
御
だ
け
を
問
題
に
す
る
。
そ
し
て
心
を
制
御
し
、
三
昧
禅
定
の
状
態
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
上

で
、
智
慧
に
よ
る
認
識
分
別
の
作
用
を
認
め
る
。

こ
れ
を
神
会
は

定
慧
等

と
い
う
有
名
な
標
語
で
あ
ら
わ
す
が
、
智
慧
に
よ
る
認
識
が
感
覚
器
官
（
六
根
）
に
働
き
か
け
る
の
か
ど

唐
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う
か
に
つ
い
て
は
、
ど
う
も
曖
昧
で
あ
る
。
上
記
の
引
用
文
で
も
二
種
類
の
説
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
は

世
間
の
青
黄
赤
白
を
善
分
別
す

る

で
、
境
を
認
識
し
て
い
る
の
だ
か
ら
六
根
は
働
く
。
も
う
一
つ
は

本
空
寂
体
を
知
る

で
、
法
相
唯
識
に
お
け
る
証
自
証
分
の
如

く
、
心
に
随
わ
な
い
性
を
確
証
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
六
根
は
働
か
な
い
。
推
測
で
は
あ
る
が
、
神
会
は

定
慧
等

を
発
明
し
た
が
、

そ
れ
を
教
理
的
整
合
性
を
も
っ
て
智
慧
の
作
用
範
囲
を
説
明
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

結
局
、
神
会
の
倫
理
観
は

一
切
善
悪
、
総
莫
思
量
。
不
得
凝
心
住
、
亦
不
得
将
心
直
視
心
、
随
直
視
住
、
不
中
用
。
不
得
作
意
摂
心
、
亦
不
復
遠
看
近
看
、
皆

不
中
用
。

（
研
究
班
本

七
〇
頁
、
楊
校
本
九
頁

一
切
の
善
悪
、
総
に
思
量
す
る
莫
れ
。
心
を
凝
ら
し
て
住
ま
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
亦
た
心
を
将
っ
て
心
を
直
視
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、

直
視
す
る
に
随
っ
て
住
ま
れ
ば
、
用
に
中
ら
ず

と
い
う
よ
う
に
、

観
心
論

が

一
切
の
善
悪
、
皆
自
心
に
由
る

と
い
い
、
心
の

中
に
善
と
悪
を
包
摂
し
た
の
に
対
抗
し
て
、
そ
の
よ
う
な
善
悪
を
包
摂
す
る
心
と
、
無
分
別
の
智
慧
と
を
区
別
し
、
善
悪
を
包
摂
す
る
心

を
思
量
す
る
こ
と
を
、
妄
心
と
し
て
否
定
す
る
。
さ
ら
に
心
の
本
体
を
空
寂
と
し
、
そ
の
空
寂
を
知
る
こ
と
を
智
慧
の
働
き
と
す
る
。

神
会
の
こ
の

一
切
善
悪
、
総
莫
思
量

と
、
智
慧
の
作
用
を
認
め
る
思
想
と
は
、
神
秀
や
普
寂
を
批
判
対
象
と
し
て
構
築
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
や
が
て
そ
の
意
図
を
超
え
て
禅
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
く
。

四

馬
祖
の
倫
理
観

馬
祖
（
七
〇
九
〜
七
八
八
）
は
現
在
の
禅
思
想
の
源
流
と
目
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
馬
祖
以
後
、
禅
宗
は
そ
の
思
想
や
生
活
様
式

が
転
換
し
た
と
言
わ
れ
る
。

唐
代
禅
宗
の
倫
理
観
（
千
田
た
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ま
）
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馬
祖
の
倫
理
観
を
見
て
み
る
と
、
神
秀
や
神
会
と
同
様
に
そ
の
倫
理
観
は
、
動
機
論
と
し
て
の
問
題
に
な
る
。

馬
祖
語
録

に
よ
る

と

夫
求
法
者
応
無
所
求
。
心
外
無
別
仏
、
仏
外
無
別
心
。
不
取
善
、
不
捨
悪
、
浄
穢
両
辺
、
倶
不
依

、
達
罪
性
空
、
念
念
不
可
得
。

無
自
性
故
。
故
三
界
唯
心
、
森
羅
及
万
象
、
一
法
之
所
印
。

（
入
矢
編
本

一

４
九
頁

善
を
取
ら
ず
悪
を
捨
て
ず
、
浄
穢
の
両
辺
、
倶
に
依

せ
ず

と
、
現
実
の
行
動
や
倫
理
規
定
を
問
題
と
し
な
い
。
そ
し
て

罪
性
の

空
な
る
に
達
す
れ
ば
、
念
念
不
可
得
な
り
。
無
自
性
の
故
に

と
、
善
悪
が
本
来
空
で
あ
る
と
了
達
す
れ
ば
、
ど
の
刹
那
に
も
善
悪
の
業

を
得
る
こ
と
は
な
く
な
る
と
説
く
。
さ
ら
に
善
悪
が
な
ぜ
空
な
の
か
と
い
え
ば
、
善
悪
は
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
、
不
変
不
改
で
自

立
自
存
す
る
体
（
自
性
）
で
は
な
い
。
つ
ま
り

無
自
性

だ
か
ら
善
悪
は
空
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
馬
祖
は
、
善
悪
が

無
自
性

空

だ
と
理
解
せ
よ
と
い
う
。
ま
た
別
の
文
に
は

又
問
、
作
何
見
解
、
即
得
達
道
。
祖
曰
、
自
性
本
来
具
足
。
但
於
善
悪
事
中
不
滞
、
喚
作
修
道
人
。
取
善
捨
悪
、
観
空
入
定
、
即
属

造
作
。
更
若
向
外
馳
求
、
転
疎
転
遠
。
但
尽
三
界
心
量
。
一
念
妄
心
、
即
是
三
界
生
死
根
本
。
但
無
一
念
、
即
除
生
死
根
本
、
即
得

法
王
無
上
珍
宝
。

（
入
矢
編
本

二
四
頁

ど
の
よ
う
な
見
解
を
な
せ
ば
道
に
達
し
ま
す
か

と
の
問
い
に
答
え
て
、
衆
生
に
は

自
性
（
真
如
仏
性
）
が
本
来
備
わ
っ
て
い
る
。

で
あ
る
か
ら
善
悪
の
事
に
停
滞
し
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
修
道
の
人
と
喚
べ
る
。
善
を
取
り
悪
を
捨
て
、
空
を
観
想
し
禅
定
に
入
る
の
は
、

造
作
に
属
す
る

と
あ
り
、
自
ら
の
行
動
が
功
徳
行
か
積
悪
行
か
と
執
着
し
、
善
悪
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
は
、
作
為
に
属
す
る
と
、
善

悪
を

え
る
こ
と
が
誤
り
だ
と
す
る
。

い
わ
ば
馬
祖
の
倫
理
観
は
、
善
悪
が
因
縁
よ
っ
て
生
じ
る
仮
の
も
の
と
認
識
し
、
ど
れ
だ
け
善
悪
の
価
値
判
断
か
ら
離
れ
て
い
ら
れ
る

唐
代
禅
宗
の
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理
観
（
千
田
た
く
ま
）

九
九



か
に
あ
る
。

先
に
見
た
神
秀
と
神
会
と
い
う
い
わ
ゆ
る
初
期
禅
宗
に
属
す
る
二
人
は
、
そ
の
倫
理
観
に
六
根
の
働
き
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
た
。
そ
こ
で
馬
祖
で
六
根
が
ど
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
、
そ
の
差
異
を
見
て
み
よ
う
。

馬
祖
語
録

に
は
六
根
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
が
、
一
例
だ
け
あ
る

一
切
衆
生
、
従
無
量
劫
来
、
不
出
法
性
三
昧
。
長
在
法
性
三
昧
中
、
著
衣
喫
飯
、
言
談

対
。
六
根
運
用
、
一
切
施
為
、
尽
是
法
性
。

（
入
矢
編
本

二
四
頁

文
中
に
出
る

法
性
三
昧

は
、
教
宗
で
は
見
か
け
な
い
術
語
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

法
性

は
真
如
の
異
名
で
あ
り
、
一
切
法
と
対
置

さ
れ
る
概
念
で
一
切
法
の
本
体
を
指
す
。

と
な
れ
ば
法
性
三
昧
と
は
、
一
切
の
本
質
を
と
ら
え
た
三
昧
と
い
う
こ
と
だ
が
、
法
性
三
昧
に
つ
い
て
は
老
安
や
神
会
に
師
事
し
た
大

照
の
記
し
た

大
乗
開
心
顕
性
頓
悟
真
宗
論

に
法
性
三
昧
を
定
義
し
て
、

三
昧
に
昧
ま
ず
、
縁
起
に
従
わ
ざ
る
を
、
法
性
三
昧
と
名

づ
く

（
三
昧
不
昧
、
不
従
縁
起
、
名
法
性
三
昧
。
大
正
八
五
、
一
二
七
八
頁
上
）
と
あ
り
、
法
性
三
昧
は
三
昧
に
有
り
な
が
ら
三
昧
に
と
ら

わ
れ
ず
、
な
お
か
つ
智
慧
を
は
た
ら
か
し
一
切
法
の
本
質
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
文
の
前
半
部
分
を
読
む
と

一
切
の
衆
生
は
、
永
遠
の
昔
よ
り
こ
の
か
た
、
三
昧
に
あ
り
な
お
か
つ
真
如
に

基
づ
い
た
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
、
服
を
着
た
り
飯
を
食
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
い
る
の
も
、
三
昧
状
態
で
の
真
如
の
は
た

ら
き
で
あ
る

と
な
る
。

思
想
史
的
に

え
れ
ば
、
馬
祖
は
神
会
が
定
恵
等
と
い
い
、
心
を
制
御
し
て
三
昧
禅
定
の
状
態
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
上
で
、
智
慧
に

よ
る
認
識
分
別
が
お
こ
る
の
を
認
め
た
の
を
、
間
接
的
に
せ
よ
継
承
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

唐
代
禅
宗
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結
局
、
馬
祖
の
倫
理
観
は
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
精
神
状
態
と
し
て
ど
れ
だ
け
善
悪
の
価
値
判
断
か
ら
離
れ
て
い
ら
れ
る
か
に
あ
る

が
、
初
期
禅
思
想
で
問
題
に
な
っ
た
感
覚
器
官
や
認
識
器
官
の
制
御
と
い
う
部
分
を
全
て
省
略
し
、
智
慧
に
よ
る
認
識
分
別
と
い
う
点
だ

け
を
全
面
に
押
し
出
し
、
煩
悩
に
依
ら
ず
智
慧
に
基
づ
け
ば
、

六
根
の
は
た
ら
き
や
、
あ
ら
ゆ
る
行
為
が
、
す
べ
て
法
性
で
あ
る

と

言
い
切
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
馬
祖
の
思
想
を
あ
ら
わ
す
有
名
な
言
葉
、

作
用
即
性

の
問
題
に
な
っ
て
い
く
が
、
紙
数
に
余
裕
が

な
い
の
で
省
く
。

五

臨
済
の
倫
理
観

臨
済
録

に
は

善
悪

は
出
て
こ
な
い
。
か
わ
り
に

業

が
頻
出
す
る
。
よ
っ
て
臨
済
（
？
〜
八
六
六
）
で
は
業
が
倫
理
観
の

問
題
と
な
る
。
臨
済
に
お
い
て
も
三
聚
浄
戒
と
六
波
羅
蜜
に
よ
っ
て
、
そ
の
倫
理
観
を
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
が
、

臨
済
録

に
は

三
聚
浄
戒
が
説
か
れ
な
い
。
そ
こ
で
六
波
羅
蜜
と
六
根
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

六
波
羅
蜜
に
つ
い
て
は

爾
言
六
度
万
行
斉
修
。
我
見
皆
是
造
業
。
求
仏
求
法
、
即
是
造
地
獄
業
。
求
菩
薩
、
亦
是
造
業
。
看
経
看
教
、
亦
是
造
業
。
仏
与
祖

師
、
是
無
事
人
。
所
以
有
漏
有
為
、
無
漏
無
為
、
為
清
浄
業
。

（
入
矢
訳
本

七

５
五
頁

六
波
羅
蜜
や
諸
余
の
善
行
は
、
業
を
造
る
行
為
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
仏
や
祖
師
と
い
う
の
は
無
事
の
人
で
あ
る
と
い
う
。
ま

た
同
様
の
論
調
で

祇
如
諸
方
説
六
度
万
行
、
以
為
仏
法
。
我
道
、
是
荘
厳
門
仏
事
門
、
非
是
仏
法
。
乃
至
持
斎
持
戒
（
中
略
）
一
食
卯
斎
、
長
坐
不
臥
、

六
時
行
道
、
皆
是
造
業
底
人
。

（
入
矢
訳
本

一
二
八
頁
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教
宗
的
な
修
行
は
、
善
悪
の
業
を
造
る
だ
け
で
、
悟
り
そ
の
も
の
に
は
結
び
つ
か
な
い
と
否
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
臨
済
は
一
般
的
な
修

行
を
業
へ
つ
な
が
る
行
為
と
と
ら
え
、
業
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が
成
仏
に
な
る
と
す
る
。

で
は
業
が
出
入
す
る
六
根
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

え
て
い
る
の
か

道
流
、
心
法
無
形
、
通
貫
十
方
。
在
眼
曰
見
、
在
耳
曰
聞
、
在
鼻
嗅
香
、
在
口
談
論
、
在
手
執
捉
、
在
足
運
奔
。
本
是
一
精
明
、
分

為
六
和
合
。
一
心
既
無
、
随
処
解
脱
（
中
略
）
祇
為
道
流
不
達
三
祇
劫
空
、
所
以
有
此
障
礙
。
若
是
真
正
道
人
、
終
不
如
是
。
但
能

随
縁
消
旧
業
、
任
運
著
衣
裳
、
要
行
即
行
、
要
坐
即
坐
。
無
一
念
心
希
求
仏
果
。

（
入
矢
訳
本

三
九
〜
四
〇
頁

心
に
は
形
が
な
く
遍
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
五
根
を
通
し
て
は
た
ら
く
。
で
あ
る
か
ら
一
心
が
無
け
れ
ば
、
い
か
な
る
境
界
で
も
解
脱

で
あ
る
。
君
た
ち
は
三
祇
劫
が
空
だ
と
達
観
で
き
て
い
な
い
の
で
、
業
が
あ
る
の
だ
。
真
正
の
道
人
は
、
縁
に
随
っ
て
真
如
が
作
用
し
業

を
消
し
去
る
の
で
、
戒
律
や
威
儀
に
縛
ら
れ
ず
衣
服
を
着
、
行
き
た
い
時
に
行
き
、
座
り
た
い
時
に
座
り
、
一
瞬
も
修
行
の
効
果
を
求
め

な
い

と
感
覚
器
官
（
根
）
よ
り
も
認
識
器
官
（
心
）
を
問
題
と
す
る
。

ま
た
仏
の
六
神
通
を
解
釈
し
て

夫
如
仏
六
通
者
、
不
然
。
入
色
界
不
被
色
惑
、
入
声
界
不
被
声
惑
、
入
香
界
不
被
香
惑
、
入
味
界
不
被
味
惑
、
入
触
界
不
被
触
惑
、

入
法
界
不
被
法
惑
。
所
以
達
六
種
色
声
香
味
触
法
皆
是
空
相
、
不
能
繫
縛
此
無
依
道
人
。
雖
是
五
蘊
漏
質
、
便
是
地
行
神
通
。

（
入
矢
訳
本

八
七
頁

六
境
の
世
界
に
あ
り
な
が
ら
も
六
境
に
と
ら
わ
れ
ず
、
六
境
が
空
だ
と
了
達
す
る
こ
と
が
無
依
の
道
人
だ
と
い
う
。

つ
ま
り
心
に
求
め
る
も
の
が
な
く
、
縁
に
よ
り
外
境
に
触
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
境
が
空
だ
と
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
別
の
視
点
か
ら

唐
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爾
一
念
心
生
三
界
、
随
縁
被
境
、
分
為
六
塵
。
爾
如
今
応
用
処
、
欠
少
什

。
一
刹
那
間
、
便
入
浄
入
穢
、
入
弥

楼
閣
、
入
三
眼

国
土
、
処
処
遊
履
、
唯
見
空
名
。

（
入
矢
訳
本

七
一
頁

君
の
一
瞬
の
心
が
三
界
を
生
み
出
し
、
縁
に
応
じ
て
境
を
作
り
出
し
、
六
根
に
対
す
る
塵
と
な
っ
て
し
ま
う

と
も
い
っ
て
い
る
。

臨
済
の
六
根
説
は
、
神
会
に
類
似
し
て
い
る
が
、
神
会
が
智
慧
に
基
づ
い
た
認
識
を
主
張
す
る
の
に
対
し
て
、
臨
済
は
普
段
の
六
根
の

作
用
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
境
相
が
空
だ
と
理
解
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
く
。
こ
の
点
は
馬
祖
に
近
い
と
い
え
る
。

臨
済
に
つ
い
て
は
外
に
も
取
り
上
げ
る
べ
き
問
題
が
あ
る
が
、
紙
数
が
無
い
の
で
別
に
譲
る
。
以
上
に
よ
り
臨
済
の
倫
理
観
を
結
論
す

れ
ば
、
結
局
、
臨
済
の
倫
理
観
は
、
感
覚
器
官
（
根
）
が
い
か
に
対
象
（
境
）
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
空
を
達
観
し
業
や
因
果
思
想

か
ら
離
れ
ら
れ
る
か
が
、
善
悪
の
判
断
基
準
と
な
る
。

六

ま

と

め

以
上
の
如
く
、
唐
代
の
禅
宗
の
倫
理
観
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
悪
を
制
す
る
と
は
、
根
が
境
に
と
ら
わ
れ
な
い
三
昧
の
状
態
で
あ
る
こ

と
で
、
善
を
修
す
る
と
は
、
境
が
空
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
で
、
真
如
仏
性
が
現
れ
出
る
、
ま
た
は
真
如
仏
性
が
作
用
す
る
こ
と
を
い

う
。ま

た
唐
代
禅
宗
の
倫
理
観
の
基
本
的
な
発
想
は
、
根
や
境
を
制
す
る
と
い
う
こ
と
で
通
底
し
て
い
る
が
、
馬
祖
、
臨
済
に
な
る
と
作
用

の
比
重
が
増
し
、
さ
ら
に
真
如
仏
性
が
作
用
す
る
対
象
が
変
化
し
、
仏
を
修
行
の
目
的
と
し
な
く
な
り
、
無
事
を
貴
ぶ
よ
う
変
化

６
す
る
。

さ
て
で
は
禅
宗
の
倫
理
観
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
く
の
か
。
宋
代
以
降
の
禅
宗
の
倫
理
観
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
氏
な
ど
に
言

及
が
あ
る
。
ま
た
禅
宗
の
世
俗
へ
の
影
響
は
、
余
英
時
氏
が
、
禅
宗
が
打
ち
出
し
た
世
俗
内
に
お
け
る
救
済
が
、
や
が
て
宋
代
に
な
る
と

唐
代
禅
宗
の
倫
理
観
（
千
田
た
く
ま
）

一
〇
三



全
真
教
な
ど
の
新
道
教
へ
波
及
す
る
と
と
も
に
、
朱
子
学
へ
と
影
響
を
与
え

世
俗
内
禁
欲

を
発
達
さ
せ
、
近
世
の
商
人
精
神
の
成
立

に
関
わ
っ
て
い
っ
た
と
し
て
お
り
、
参
照
す
べ
き
で
あ

７
ろ
う
。
こ
の
他
、
日
本
へ
の
禅
や
戒
の
伝
播
を
、
初
期
禅
と
馬
祖
禅
の
違
い
か
ら

察
す
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

註１

余
英
時

中
国
近
世
宗
教
倫
理
与
商
人
精
神

（
一
九
八
七
年
、
台
北
、
聯
経
出
版
事
業
公
司
）。
日
本
語
版
、
森
紀
子
訳

中
国
近
世
の

宗
教
倫
理
と
商
人
精
神

（
一
九
九
一
年
、
平
凡
社
）。

２

拙
稿

戒
概
念
の
変
化
か
ら

察
し
た
初
期
禅
宗
の
頓
悟
思
想

（

禅
学
研
究

八
五
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）
参

。

３

以
下
引
用
は
、
唐
代
語
録
研
究
班
編

神
会
の
語
録

壇
語

（
二
〇
〇
六
年
六
月
、
禅
文
化
研
究
所
）
と
、
楊
曾
文
編
校

神
会
和
尚

禅
話
録

（
一
九
九
六
年
七
月
、
中
華
書
局
）
を
参
照
し
た
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
研
究
班
本
、
楊
校
本
と
略
称
。

４

入
矢
義
高
編

馬
祖
の
語
録

（
一
九
八
四
年
一
〇
月
、
禅
文
化
研
究
所
）
を
参
照
し
た
。
以
下
入
矢
編
本
と
略
称
。

５

入
矢
義
高
訳
注

臨
済
録

（
一
九
八
九
年
一
月
、
岩
波
文
庫
）
を
参
照
し
た
。
以
下
入
矢
訳
本
と
略
称
。

６

石
井
修
道

大
乗
仏
典
中
国
・
日
本
編

一
二
禅
語
録

（
一
九
九
二
年
一
一
月
、
中
央
公
論
社
）
解
説
、
同

南
宗
禅
の
頓
悟
思
想
の

展
開
｜
荷
沢
神
会
か
ら
洪
州
宗
へ
｜

（

禅
文
化
研
究
所
紀
要

二
〇
、
一
九
九
四
年
五
月
）
参

。

７

荒
木
見
悟

新
版
仏
教
と
儒
教

（
一
九
九
三
年
一
一
月
、
研
文
出
版
）。
ま
たW

m
.
T
h
eo
d
o
re d

e B
a
ry

ed
.
,
T
h
e u

n
fold

in
g

 
of N

eo-C
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fu
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ism
1975 C

o
lu
m
b
ia U

n
iv
ersity P

ress
.

余
氏
の
論

は
註

１

。
ち
な
み
に
薫
群
氏
は
禅
宗
の
基
本
倫
理
を

諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行

と
し
て
い
る
が
、
七
仏
通
戒
が
禅
宗
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
は
神
会
か
ら
で
あ
る
。
薫
群

禅
宗
的
善
悪
観

禅
学
研
究

第
四
輯
（
二
〇
〇
〇
年
八
月
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
）。

唐
代
禅
宗
の
倫
理
観
（
千
田
た
く
ま
）

一
〇
四
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